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その１佐田・多伎湖陵・大社地域
市政フォーラムの結果を報告します市政フォーラムの結果を報告します地域別

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

老
朽
化
の
進
む
防
災
行
政

無
線
へ
の
対
応
は
。

出
雲
市
全
体
で
は
、
い
ま

だ
に
緊
急
告
知
放
送
の
未

整
備
地
域
が
あ
り
、
そ
の
地
域
の

整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

佐
田
地
域
に
お
い
て
は
、
防
災

行
政
無
線
を
補
修
し
な
が
ら
使
用

す
る
と
と
も
に
、
情
報
い
ず
も
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
振
興
協
議
会

の
連
絡
網
な
ど
２
重
３
重
の
伝
達

方
法
に
よ
っ
て
防
災
情
報
を
伝
え

る
考
え
で
す
。

保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

保
育
所
の
民
営
化
が
議
論
さ

れ
て
い
る
が
、
保
育
水
準
が
悪
く

な
っ
た
り
、
保
護
者
の
負
担
が
増

大
し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
。

出
雲
市
に
は
42
園
の
認
可

保
育
所
が
あ
り
、
５
園
が

公
立
、
37
園
が
私
立
で
す
。
認
可

保
育
所
は
国
の
一
定
の
基
準
を
満

た
し
て
お
り
、
保
育
水
準
に
大
き

な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
入

所
決
定
や
保
育
料
の
算
定
・
徴
収

等
は
、
同
じ
ル
ー
ル
の
中
で
市
が

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
民
営
化
に

よ
っ
て
、
公
立
が
私
立
に
な
っ
て

も
、
保
育
料
が
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

佐
田
中
学
校
の
建
設
に
つ

い
て

　

佐
田
中
学
校
の
具
体
的
な
建
設

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

老
朽
化
が
進
む
佐
田
中
学

校
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
市
全
体
の
財
政
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
、
平
成
21
年
度
か

ら
事
業
着
手
す
る
考
え
で
す
。

才
谷
ト
ン
ネ
ル
経
由
の
バ

ス
路
線
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
江
南
駅
か
ら
通
学
す
る
高

校
生
が
増
え
た
こ
と
か
ら
才
谷
ト

ン
ネ
ル
経
由
の
バ
ス
路
線
を
新
設

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

出
雲
市
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
検
討
委
員
会
か
ら
の
答

申
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
で
は
須

佐
線
を
基
幹
ル
ー
ト
と
し
て
バ
ス

路
線
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

才
谷
ト
ン
ネ
ル
経
由
の
バ
ス
路
線

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
数
や
採
算

性
な
ど
を
検
討
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
儀
櫻
井
家
た
た
ら
製
鉄

遺
跡
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
１
月
に
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
田
儀
櫻
井
家
た
た
ら
製

鉄
遺
跡
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
知

り
た
い
。平

成
18
年
度
は
金
屋
子
神

社
の
石
段
を
修
復
し
ま
し

た
。
秋
か
ら
は
今
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
、
智
光
院
と
金
屋
子
神

社
の
本
堂
の
完
全
修
復
工
事
に
入

り
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
設
置
し
た
保
存
管

理
計
画
策
定
委
員
会
で
、
整
備
方

針
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
今
年
度
末
に
は
計
画

を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

支
所
の
今
後
に
つ
い
て

多
伎
地
域
の
重
要
な
拠
点
で

あ
る
支
所
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
基
本
的
な
考
え
は
。

住
民
生
活
に
身
近
な
サ
ー

ビ
ス
は
、
支
所
の
機
能
と

し
て
継
続
し
て
い
く
考
え
で
す
。

一
方
で
、
行
政
の
事
務
の
効
率

化
、
職
員
数
の
削
減
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
新
庁
舎
の
完
成
に
あ
わ

せ
、
本
庁
・
支
所
の
大
幅
な
組

織
・
機
能
の
見
直
し
を
行
う
考
え

で
す
。中

学
校
の
部
活
動
に
対
す

る
市
の
補
助
に
つ
い
て

　

市
の
補
助
が
３
年
後
に
は
な
く

な
る
と
聞
い
て
い
る
。
部
活
動
に

か
か
る
経
費
負
担
が
大
き
く
、
補

助
の
継
続
を
望
む
が
、市
の
考
え
は
。

河
南
部
（
佐
田
・
多
伎
・

湖
陵
）
の
３
中
学
校
以
外

に
は
、
部
活
動
に
対
す
る
補
助
金

は
あ
り
ま
せ
ん
。
合
併
し
て
２
年

が
経
過
し
、
市
内
の
学
校
間
の
平

準
化
を
図
る
た
め
、
３
か
年
か
け

て
段
階
的
に
減
額
し
、
平
成
21
年

度
に
廃
止
す
る
方
針
で
す
。

Ｊ
Ｒ
江
南
駅
舎
改
修
と
交

通
機
関
に
つ
い
て

　

老
朽
化
し
て
い
る
駅
舎
の
改
修

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
９
月

末
で
バ
ス
路
線
の
大
田
今
市
線
が

廃
止
に
な
る
。
福
祉
バ
ス
の
対
象

者
の
拡
大
や
運
行
コ
ー
ス
の
見
直

し
は
で
き
な
い
か
。

Ｊ
Ｒ
江
南
駅
舎
の
改
修
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
側
に
強

く
要
望
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
待
合
室
の
改
修

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
バ
ス
の
利
用
状
況
は
、
車

両
定
員
９
人
に
対
し
１
便
当
た
り

平
均
７
・
３
人
で
あ
り
、
今
後
、

大
田
今
市
線
の
廃
止
に
よ
り
利
用

者
が
ど
の
く
ら
い
増
え
る
か
状
況

を
み
て
い
き
ま
す
。
10
月
か
ら
は

上
畑
ま
で
運
行
コ
ー
ス
を
延
長
す

る
予
定
で
す
。

市
民
活
動
の
活
性
化
に
向

け
た
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
設
置
に
つ
い
て

　

市
民
団
体
の
会
合
な
ど
に
出
席

し
、
指
導
・
助
言
で
き
る
高
い
能

力
を
有
す
る
市
職
員
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
派
遣
し
て
ほ
し
い
。

分
野
ご
と
に
職
員
は
異
な

り
ま
す
が
、
市
に
要
望
し

て
く
だ
さ
い
。
出
雲
市
総
合
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
、
登
録

者
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
出
雲
水
産
交
流
プ

ラ
ザ
の
建
設
に
つ
い
て

　
（
仮
称
）水
産
交
流
プ
ラ
ザ
建
設

の
整
備
計
画
を
教
え
て
ほ
し
い
。

当
初
は
、
県
営
大
社
漁
港

の
中
に
、
産
地
市
場
と
お

魚
セ
ン
タ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

が
あ
る
交
流
施
設
を
一
体
的
に
整

備
す
る
方
針
で
し
た
。
し
か
し
、

漁
港
敷
地
が
狭
い
こ
と
や
景
観
上

の
問
題
な
ど
か
ら
、
産
地
市
場
は

漁
港
地
内
に
建
設
し
、
交
流
施
設

は
き
づ
き
海
浜
公
園
地
内
を
候
補

に
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
産
地
市
場
は
平
成
21
年
度

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
交

流
施
設
の
具
体
的
な
整
備
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
関
係
者
と
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

日
御
碕
の
海
を
生
か
し
た

観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て

　

宿
泊
施
設
の
ほ
か
に
、
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
や
ヨ
ッ
ト
な
ど
自
ら
が
参

加
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
で
滞
在
型
の

観
光
客
の
誘
致
を
図
れ
な
い
か
。

眺
ら
ん
荘
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
検
討
会
を
立

ち
上
げ
て
、
宿
泊
施
設
の
建
設
な

ど
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
滞
在
型
の
観
光
客
を
増
や
す

た
め
に
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
も
検
討
会

で
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。温

泉
の
利
活
用
つ
い
て

平
成
17
年
に
大
社
で
湧
出

し
た
温
泉
の
整
備
方
針
は
。

現
在
、
温
泉
ス
タ
ン
ド
の

設
計
作
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
旅
館
用
と
市
民
用
の

２
基
の
ス
タ
ン
ド
を
設
置
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

漁
業
後
継
者
の
育
成
に
つ

い
て

　

漁
業
後
継
者
が
不
足
し
、
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
は
漁
業
の
経
験
が
な
い
人
で

も
、
地
区
で
受
け
入
れ
て
後
継
者

を
育
て
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
が
、
行
政
に
協
力
し
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

県
（
事
業
主
体
・
Ｊ
Ｆ
し

ま
ね
）
で
漁
業
漁
村
体
験

研
修
や
漁
労
技
術
習
得
研
修
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
市
で
は

初
期
経
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
に
施
設
整
備
に
対
す
る
補
助
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

神
迎
え
の
道
の
整
備
に
つ

い
て

　

道
路
を
歩
く
観
光
客
が
増
え
て

き
た
が
、
狭
い
上
に
電
柱
が
あ
っ

て
通
り
づ
ら
い
の
で
改
善
を
。

神
迎
え
の
道
は
、
神
迎
祭

が
執
り
行
わ
れ
る
歴
史
と

文
化
の
漂
う
道
で
す
。
今
年
度

は
、
ま
ち
な
み
に
あ
っ
た
美
装
化

の
設
計
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た

安
全
確
保
の
た
め
、
道
路
内
の
電

柱
を
民
地
内
に
移
設
す
る
方
法
に

つ
い
て
地
元
の
協
力
を
得
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
に
開
催
し
て

い
る
『
市
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
』。

　

今
回
は
、
７
月
12
日
か
ら
８
月
９
日

に
か
け
て
実
施
し
た
佐
田
・
多
伎
・
湖
陵
・

大
社
地
域
で
出
さ
れ
た
意
見
・
提
案
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

10
・
11
月
に
開
催
す
る
出
雲
・
平
田

地
域
に
つ
い
て
は
、
後
日
報
告
し
ま
す

（
日
程
は
広
報
60
号
５
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
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湖
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域
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佐田・多伎・湖陵・大社の４地域10会場で開催した市政フォーラムには、７３６人の参加がありました
（写真は田儀地区市政フォーラム　８月９日）

昭和37年建築の佐田中学校

宮本大鍛冶場跡

ＪＲ江南駅

日御碕でのシーカヤック

神迎えの道

市
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
の

お
た
ず
ね
は

広
報
情
報
課（
☎
㉑
８
５
７
８
）

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課


